
　処遇改善助成金を請求するためには、簡易入力システムのバージョンが2.2.0以降（最新版は2.3.0）であることが必要です。
使用している簡易入力システムのバージョンを確認の上、以下を参照し、必要な設定を行ってください。
 ※設定は、請求明細書を作成する前に行ってください（請求明細書を作成後に設定を変更しても反映されません）。

（１）メインメニューから、「基本情報」を押下し、基本情報設定画面に遷移します。

（２）基本情報設定画面から、「処遇改善情報入力」を押下し、「処遇改善情報」画面に遷移します。

処遇改善助成金に関する簡易入力システムの基本情報設定方法
H22.3.1

簡易入力システムにログイン後、『基
本情報設定』ボタンを押下します。

バージョンが『V2.2.0』以降
であることを確認してくださ
い。最新版は『V2.3.0』です。

『処遇改善情報入力』の
ボタンを押下します。



（３）処遇改善情報の画面で、該当するサービスを選択し、「詳細」を押下します。

（４）処遇改善助成金に係る各項目について、県に提出し受理された内容を入力します。

　上記（３）（４）について、処遇改善助成金の対象となるサービス毎に入力します。
以上で基本情報の設定は終了です。

　処遇改善助成金に係る各項目について、県に申請し受理された内容
のとおりに入力します。

※12ヶ月で申請し、受理された場合は、「適用開始年月日」を
「平成22年2月」と設定してください。

「主たる事業所サービス種類」の設定は以下の通りです。
○短期入所：単独型の場合は設定しない（空欄）。併設型、空床型の
場合は本体施設（施設入所支援、旧法入所施設）のサービス種類コー
ドを設定。
○障害者支援施設での昼間実施サービス：施設入所支援のサービス
種類コード（32）を設定。
○上記以外：設定しない（空欄）。

「キャリアパス区分」は、当面の間は全て「該当」となります。

『明細追加』の後、『登
録』ボタンを押下します。

該当するサービスの『詳
細』ボタンを押下します。



（５）処遇改善助成金の請求金額は、システムで自動計算されます。
処遇改善助成金の請求内容は、「請求明細書入力（集計情報）」画面の「処遇改善情報」から確認することができます。

請求明細書作成画面（集計情報（3/4）
画面）の『処遇改善情報』ボタンを押下
すると交付率及び助成金額が表示さ
れます。（助成金額は請求明細書の集
計金額から自動計算されるため、金額
の入力は不要です）。



H22.3.1
　処遇改善助成金を請求するためには、取込送信システムのバージョンが2.2.0以降（最新版は2.3.0）であることが必要です。
使用している取込送信システムのバージョンを確認の上、以下を参照し、必要な設定を行ってください。

（１）メニュー画面から「事業所情報保守」を押下し、事業所情報保守画面に遷移します。

（２）事業所情報保守画面から「処遇改善情報入力」を押下し、「処遇改善情報」画面に遷移します。

処遇改善助成金に関する取込送信システムの基本情報設定方法

『処遇改善情報入力』の
ボタンを押下します。

取込送信システムを立ち上げた後、
『事業所情報保守』ボタンを押下しま
す。



（３）処遇改善情報の画面で、該当するサービスを選択し、「詳細」ボタンを押下します。

（４）処遇改善助成金に係る各項目について、県に提出し受理された内容を入力します。

  上記（３）（４）について、処遇改善助成金の対象となるサービス毎に入力します。
以上で基本情報の設定は終了です。

該当するサービスの『詳
細』ボタンを押下します。

処遇改善助成金に係る各項目について、県に申請し受理された内容のとおりに入力しま
す。

※12ヶ月で申請し、受理された場合は、「適用開始年月日」を
「平成22年2月」と設定してください。

「主たる事業所サービス種類」の設定は以下の通りです。
○短期入所：単独型の場合は設定しない（空欄）。併設型、空床型の場合は本体施設（施設
入所支援、旧法入所施設）のサービス種類コードを設定。
○障害者支援施設での昼間実施サービス：施設入所支援のサービス種類コード（３２）を設
定。
○上記以外：設定しない（空欄）。

「キャリアパス区分」は、当面の間は全て｢該当」となります。

『明細追加』の後、
『登録』ボタンを押下
します。


